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梢は肺胞となり，ガス交換に寄与する扁平な 1 型肺胞上皮細胞 (Alveolar type 1 
cell: AT1)と，立方状の 2 型肺胞上皮細胞 (AT2)により内面が覆われる．AT2 は
サーファクタントを産生し肺胞虚脱を抑制するほか，組織幹細胞として増殖し，
AT1 への分化により肺胞上皮の恒常性を維持する．このような AT2 の機能は肺
から単離した AT2 を用いて明らかにされてきたが，従来の AT2 単離法は気道系
上皮細胞や AT1，また非上皮細胞の混入により，純度が十分ではなかった．高純
度 AT2 の単離は AT2 特異的な機能の解析に必須であり，これにより肺胞におけ
る恒常性維持機構がさらに明らかになると期待される． 
Major histocompatibility complex class II (MHCII)は，主に免疫系の抗原提
示細胞に発現するが，AT2 においても発現していることが過去に報告されてい
る．本研究では AT2 における MHCII の発現に着目し，AT2 とその他の肺上皮




り各種表面抗原 (CD45/ CD31/ Epithelial cell adhesion molecule (EpCAM)/ 
MHCII)と AT2 特異的な細胞内マーカーである pro-surfactant protein C 
(proSP-C)を標識し，AT2 (proSP-C 陽性細胞)における表面抗原の発現をフロー








肺上皮細胞は 3 群，すなわち EpCAMmedMHCII+細胞，EpCAMhiMHCII-細胞，





た EpCAMhiMHCII-細胞は主に線毛細胞で，EpCAMlowMHCII-細胞は AT1 が主体
であることが免疫染色と遺伝子発現解析により明らかとなった．肺上皮細胞におけ 
























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 2 月 14 日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
 
